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まず、 tetramethrin の基本的なラットにおける代謝についてアルコール側を 14C 標識した tetramethrin を用いて検
討し、 tetramethrin はラット体内に吸収された後、速やかに代謝・排世されることを明らかにした。ついで代謝物の




酸化、還元、加水分解等の第 1 相反応とグルクロン酸抱合、硫酸抱合等生体成分が結合する第 2 相反応が挙げられる。










は、水酸基と水素が二重結合にトランス付加していることを示し、さらに、 in vivo および in vitro での種々の検討(推
定前駆体投与代謝実験、 in vitro 代謝実験等)を行い、還元を経ての酸化やエポキシ化を経ての還元的開裂により生成
するのではなく、直接の水付加により起こることを示した。続いて、二重結合還元および水付加代謝物について、 zn










tetramethrin と同様のピレスロイド系殺虫剤 prallethrin より得られたラット代謝物を用いて行った。また、 trans咽お
よび cis-tetramethrin のスルホン酸付加代謝物の立体化学について検討した。スルホン酸付加反応は、イミド結合が保
持された双環構造において見いだされることから二重結合に水素とスルホン酸基がシス付加しているものと考えられ
た。 Prallethrin の代謝研究についても、代謝物の構造決定が不十分であったため、未同定主要代謝物 2 種の構造決定
を tetramethrin の場合と同様に行なった。このうち 1 種の代謝物は、先と同様スルホン酸付加代謝物であり、もう 1
種は、三重結合に N アセチルーLーシステイン(メルカプツール酸)が付加した新規反応代謝物であった。ついで、こ
れら 2 代謝物の生成機構を明らかにするために prallethrin の非標識化合物をラットに経口投与を行うと同時に 35S
























更に、スルホン酸付加代謝物についてその立体化学について検討を加え、 tetramethrin と構造類似の殺虫剤 pral­
lethrin を用いた代謝研究によって、本スルホン化反応は消化管内での 2 重結合への亜硫酸の直接付加に因るものであ
ることを明らかにしています。
以上の研究内容は博士(薬学)として充分価値あるものと判断いたします。
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